
トラスコ中山株式会社 

２００６年３月期（第４３期）決算ダイジェスト 
 

１．２００６年３月期第３四半期決算 

                            （単位：百万円、％） 
 第3四半期期実績 構成比 対前年比 予 算 予算対比 予算差額 

売 上 高 ９５，２１６ １００．０ ＋９．３ ９６，６００ △１．４ △１，３８４ 

ﾌｧｸﾄﾘｰ事業部 ６６，３４８ ６９．７ ＋１１．０ ６７，１８３ △１．２ △８３５ 

ﾜｰｶｰｽﾞ事業部 １１，２４３ １１．８ ＋１１．０ １１，４２２ △１．６ △１７９ 

ＨＣ事業部  １７，３６２ １８．２ ＋４．２ １７，７８０ △２．３ △４１８ 

事

業

部 

その他 ２６２ ０．３ △４８．５ ２１５ ＋２１．９  ＋４７ 

売上総利益 １７，６５３ １８．５ ＋９．９ １８，１６０ △２．８ △５０７ 

売上総利益率       １８．５ ― （＋０．１） １８．８ △０．３ － 

販売費及び一般管理費 １１，７３１ １２．３ ＋４．４ １１，７７０ △０．３ △３９ 

営業利益 ５，９２１ ６．２ ＋２２．８ ６，３９０ △７．３ △４６９ 

経常利益 ６，２０１ ６．５ ＋１９．０ ６，６５０ △６．８ △４４９ 

四半期（当期）純利益 ３，５１４ ３．７ ＋１５．６ ３，６００ △２．４ △８６ 

ＰＢ売上高 １８，６８１ １９．６ ＋１１．２ １９，８０３ △５．７ △１,１２２ 

株主資本比率 ７８．８ ― （△０．４） － － － 

１株当たり四半期(当期)純利益 １０６円５３銭 ― +１４円４０戦 － － － 

 
（１）売上高コメント 
①売上高は９５２億１６百万円で、前期比９．３%の増収となった。      
 
②事業部別の概要 
 １）ファクトリー事業部（機械工具商、溶接材料商向け販売ルート） 

国内製造業の生産稼働率向上の影響で売上高は６６３億４８百万円（前年同期比 

＋１１．０％）となった。 

２）ワーカーズ事業部（建築金物商、電設資材商、管工機材商向け販売ルート） 

販売店様各社に対し当社の取扱商品、カタログ、納品体制などの認知度向上を目指

した上期からの継続的な営業展開により売上高は１１２億４３百万円（前年同期比

＋１１．０％）となった。 

３）ＨＣ事業部（ホームセンター向け販売ルート） 

取扱商品のプロツールへの特化政策を全面に打ち出した営業活動を実施し、売上高

は１７３億６２百万円（前年同期比＋４．２％）となった。 

 

 ③商品分類別では工場向け商品を中心に多くの商品分類で売上高の増加が見られた。 

  ただし、オフィス住設用品では取扱商品のプロツールと特化政策により、家電製品、

文具、ＯＡ機器類の販売を停止した結果、前年同期比１１．２％の減少となった。 

 

 



 

－2－ 

 
④増収の要因について 

 増額の内訳（累計） 

・ 市況の改善と営業施策、値上げによる増    61億円 

      ・ ＰＢ商品の売上増              19億円 

      ・ 新商品(4233アイテム)             13億円 

      ・ 新規仕入先による売上増(８２社)        5億円 

           （増加 計）             98億円 

  減額の内訳（累計） 

・取扱商品のＰＲＯ ＴＯＯＬ特化による取扱い中止  

        ・文具、ＯＡ機器類               8億円 

        ・家電製品                     9億円 

                ・ＨＣ事業部文具類               －    

            （減額 計）            17億円 

 

⑤単月売上高と前年同月比 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利益コメント 

①売上総利益及び売上総粗利率 

１２月に総合カタログ販売に伴う損失が計上されたことにより、今期累計で売上

総利益においては２２３百万円、売上総利益率において０．３％の押し下げ要因と

なった。これに対する上期からの増収の効果により売上総利益は前年同期比 
９．９％の増加となり、結果として今期累計売上総利益率は１８．５％となった。 
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②販売費及び一般管理費 

・ 給与及び賞与(189百万円増)、販売促進費（134百万円増）、派遣出向料（142

百万円増）、などの増加により総額 493百万円増加。売上高販売比率は 12.3％

で前年同期と比べ0.6％低下。 

 

 

③営業利益は59億21百万円（前年同期比＋22.8％） 

経常利益は62億01百万円（前年同期比+19.0％） 

 

２．２００６年３月期（第４３期）の見通しと戦略 
                           （単位：百万円） 

 

第 4四半期予想 対前年比 通期予想 構成比 対前年比 

売 上 高 ３４，７８３ ＋１３．５％ １３０，０００ １００．０％ ＋１０．４％ 

ﾌｧｸﾄﾘｰ事業部 ２４，６８９ ＋１２．８％ ９１，０３７ ７０．０％ ＋１１．４％ 

ﾜｰｶｰｽﾞ事業部 ４，５３２ ＋１４．２％ １５，７７５ １２．２％ ＋１２．１％ 

ＨＣ事業部 ５，５５１ ＋１７．６％ ２２，９１３ １７．６％ ＋７．２％ 

事

業

部 

その他 １３ △８４．３％ ２７５ ０．２％ △５３．４％ 

売上総利益 ６，８４７ ＋１５．９％ ２４，５００ １８．８％ ＋１１．５％ 

売上総利益率 １９．７％ ＋１.０％ １８．８％ ― ＋０．１％ 

販売費及び一般管理費 ４，０７０ ＋７．０％ １５，８００ １２．２％ ＋５．０％ 

営業利益 ２，７７６ ＋３２．０％ ８，７００ ６．７％ ＋２５．６％ 

経常利益 ２，８１６ ＋３１．６％ ９，０００ ６．９％ ＋２２．４％ 

当期第四四半期純利益 １，３８６ ＋１６．８％ ４，９００ ３．８％ ＋１５．９％ 

ＰＢ売上高 ８，０１９ ＋２５．６％ ２６，７００ ２０．５％ ＋１５．２％ 

１株当たり四半期（当期）純利益  ４０円４９銭 ― １４７円０２銭 ― ＋１５．９％ 

１株当たり年間配当金 ― ― ３７円００銭 － － 

 

（１）通期見通しの根拠 

①売上高  前期に対し１２３億円増（＋１０．４％） 

 増額の内訳  市況の改善と営業施策、値上げによる増     ８６億円 

        ＰＢ商品の売上増               ３５億円 

        新商品(2535アイテム)              ２０億円 

新規仕入先による売上増(80社)         ７億円 

            （増加 計）             １４８億円 

  減額の内訳  取扱商品のＰＲＯ ＴＯＯＬ特化による取扱い中止 

         文具、ＯＡ機器類                １０億円 

         家電製品                    １１億円 

         ＨＣ事業部文具類                 ４億円 

             （減額 計）              ２５億円 
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（２）経営・営業政策 

   ①販売・商品政策 

   当社の物流システムを最大限活用できる、消耗品、小物に特化し在庫化戦略を推し進

めることでクイックデリバリーに対応していく。 

      接着剤     潤滑剤       防錆剤       作業工具 

    キャスター   スポットエアコン  電動工具      研磨材  

   保護安全具   工場扇       ボルトナット類   コンテナ 

 パレット    台 車       スチール棚     作業台 

 
 ②物流政策 

    物流センター機能強化（取扱品目、在庫品目の増加策への対応）  

＜第44期新設等予定＞  ・プラネット北関東新設予定（2006年11月稼動予定） 

・プラネット東海新設予定（2006年10月稼動予定） 

   ・プラネット神戸機能拡充（2007年１月より順次） 

 ③手形全廃の進捗状況 

  2005年12月末に回収した受取手形をもって完了いたしました。既に完了しておりま

す買掛金支払いの現金化と併せ支払い、回収双方の手形取引全廃による現金化を達成致し

ました。 


